
398億円 
（前年度比9.0％増） 

持続可能な 
財政構造への転換 
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に
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行
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子
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く
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平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
三
百
九
十
八
億
円
で
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
に

向
け
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
十

七
年
度
〜
二
十
一
年
度
）
の
最
終
年

度
と
し
て
、
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
た
結
果
、
平
成
二
十
年
度
と

比
較
し
、
金
額
で
三
十
三
億
円
、
率

に
し
て
九
・
〇
％
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
主
要
な
一
般
財
源
は
、

　
　
　
　
市
税
、
地
方
交
付
税
、
地

方
譲
与
税
お
よ
び
各
種
交
付
金
、
臨

時
財
政
対
策
債
で
、
総
額
は
二
百
三

十
三
億
八
千
六
百
万
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
一
億
八

千
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
税
は
、
急
激
な
景
気
後
退
の
影

響
で
減
額
は
避
け
ら
れ
ず
、
平
成
二

十
年
度
決
算
見
込
み
額
と
の
比
較
で

は
、
七
億
三
千
百
万
円
、
率
に
し
て

五
・
〇
％
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
新
た
な

国
の
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策

で
あ
る
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」

や「
少
子
化
対
策
経
費
」

な
ど
が
算
入
さ
れ
る
一

方
で
、
国
の
総
額
抑
制

措
置
に
よ
り
、
減
額
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
方
交
付
税
の
財

源
不
足
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
で
補
い
ま
す
。 

　
諸
収
入
は
、
こ
れ
ま

で
経
営
改
善
に
取
り
組

み
、
新
年
度
か
ら
ナ
イ

タ
ー
レ
ー
ス
を
実
施
す

る
競
艇
事
業
か
ら
の
事

業
収
入
一
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
五

千
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
債
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
四
十
二
億
七
千
六
百
万
円

の
大
幅
な
増
加
で
、
総
額
八
十
二
億

七
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
は
、
約
六

十
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
義
務
的
経
費（
人
件
費
、

　
　
　
　
扶
助
費
、
公
債
費
）
は
、

百
七
十
八
億
四
百
万
円
と
な
り
、
歳

出
全
体
の
四
十
四
・
七
％
を
占
め
、

前
年
度
と
比
較
し
、
金
額
で
四
億
七

千
五
百
万
円
、
率
に
し
て
二
・
六
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
数
の
削
減
と
早
期
退
職

者
の
増
加
に
よ
る
減
員
効
果
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、
金
額
で

七
億
八
千
五
百
万
円
、
率
に
し
て
八
・

九
％
の
大
幅
な
減
少
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。 

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
に
係
る
経

費
と
し
て
、
扶
助
対
象
者
の
自
然
増

や
制
度
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

年
度
は
、
少
子
化
対
策
の
積
極
的
な

取
り
組
み
や
、
景
気
悪
化
に
よ
る
生

活
保
護
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
較
し
、
金
額
で
二
億
二
千

六
百
万
円
、
率
に
し
て
三
・
八
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
公
債
費
は
、
平
成
初
期
に
実
施
し

た
事
業
の
借
入
金
償
還
の
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
ま
し
た
が
、
合
併
特
例
債
の
償

還
が
始
ま
る
た
め
、
総
額
で
増
加
に

転
じ
、
金
額
で
八
千
四
百
万
円
、
率

に
し
て
二
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
物
件
費
は
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業

の
推
進
や
原
料
、
資
材
な
ど
の
値
上

が
り
が
増
加
要
因
と
し
て
見
込
ま
れ

る
一
方
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
最
終

年
と
し
て
の
取
り
組
み
や
経
常
的
な

経
費
の
削
減
に
努
め
た
結
果
、
前
年

度
と
比
較
し
、
金
額
で
八
百
万
円
、

率
に
し
て
〇
・
二
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
補
助
費
等
は
、
物
件
費
同
様
、
歳

出
削
減
に
取
り
組
む
中
、
子
育
て
支

援
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
較
し
、
金
額
で
八
千
三
百
万
円
、

率
に
し
て
二
・
〇
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
駐
車

場
特
別
会
計
で
の
公
債
費
の
償
還
が

一
部
終
了
す
る
こ
と
や
公
共
下
水
道

事
業
の
内
容
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
、
金
額
で
二
億
千

五
百
万
円
、
率
に
し
て
六
・
七
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
は
、
総
額
で
九
十
一

億
五
千
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
、
金
額
で
四
十
億
七
百
万
円
、

率
に
し
て
七
十
七
・
九
％
の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

は
、
消
防
庁
舎
整
備
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
、
東
汐
入
川
埋
立
整

備
な
ど
の
継
続
事
業
、
学
校
教
育
施

設
な
ど
の
耐
震
補
強
事
業
の
前
倒
し

な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
市
民
生
活

に
直
結
し
た
市
道
整
備
や
港
湾
施
設

の
整
備
な
ど
を
中
心
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
下
、
緊
急
性
・
優
先
順
位
を

見
定
め
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
、
九
十
五
・
五
％
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
二
・
〇
ポ
イ
ン

ト
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
、
医
療
給

付
の
増
加
に
よ
り
、
社
会
保
障
関
係

の
特
別
会
計
の
増
加
が
続
く
中
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
で

経
費
の
削
減
や
事

業
の
見
直
し
を
徹

底
し
た
結
果
、
特

別
会
計
の
総
額
は
、

二
百
三
十
億
七
千

三
百
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
、

金
額
で
三
億
三
千

二
百
万
円
、
率
に

し
て
一
・
四
％
の

減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
競
艇
事
業
会
計

で
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
の
中
、
平

成
二
十
年
度
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設

が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
四
国

で
は
初
め
て
と
な
る
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
で
の
Ｓ
Ｇ
レ
ー
ス
「
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
記
念
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
続
き
、

市
財
政
に
貢
献
で
き
る
経
営
基
盤
の

確
立
に
向
け
、
施
設
改
善
計
画
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
石
綿
管
や

老
朽
管
の
更
新
事
業
を
推
進
す
る
ほ

か
、
水
質
の
向
上
や
渇
水
に
備
え
て

の
原
水
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
主
要
施
設
の
耐
震
等
診
断
経

費
を
計
上
し
、
災
害
に
強
い
施
設
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

歳
入 

歳
出 

特
別
会
計
な
ど 

■一般会計予算・歳入・構成比 
区　　　　分 当初予算額 構成比（％） 増減率（％） 

市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
繰 入 金  
諸 収 入  
市 債  
そ の 他  

歳 入 合 計  

138億1,479万円 
3億6,800万円 
1億2,500万円 
9億6,000万円 
1億4,631万円 
1億9,400万円 

62億円 
7億155万円 
8億9,583万円 
33億2,104万円 
21億4,399万円 
3億2,581万円 
6億7,941万円 
15億7,955万円 
82億7,420万円 

7,052万円 

398億円 

0.7 
▲ 5.2 
▲ 16.7 
▲ 6.2 
▲ 29.0 
28.5 
▲ 8.8 
4.0 

▲ 3.4 
▲ 1.6 
▲ 1.2 
29.4 

▲ 35.1 
11.4 
107.0 
▲ 64.9 

9.0

34.7 
0.9 
0.3 
2.4 
0.4 
0.5 
15.6 
1.8 
2.2 
8.3 
5.4 
0.8 
1.7 
4.0 
20.8 
0.2 

100.0

■一般会計予算・歳出・目的別構成比 
区　　　　分 当初予算額 構成比（％） 増減率（％） 

▲ 4.5 
▲ 18.7 

5.3 
3.2 
38.6 
24.2 
▲ 4.3 
▲ 4.0 
117.6 
20.1 
2.4 
皆増 
0.0 

9.0

0.9 
10.4 
32.4 
9.1 
0.6 
2.4 
1.1 
7.2 
9.6 
17.1 
8.9 
0.2 
0.1 

100.0

議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農 林 水 産 業 費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  

歳 出 合 計  

3億6,068万円 
41億2,584万円 
128億8,208万円 
36億3,868万円 
2億3,886万円 
9億5,799万円 
4億2,164万円 
28億4,902万円 
38億3,668万円 
68億1,101万円 
35億2,752万円 

1億円 
5,000万円 

398億円 

■一般会計予算・歳出・性質別構成比（単位：％） 

総額 
398億円 

人件費 

20.3

扶助費 

15.5

義務的 
　　経費 

44.7

公債費 
8.9

普通建設 
事業費 

23.0

23.0

物件費 

12.0

繰出金 
7.5

補助費等 
10.7

　その他の 
経費 

32.3

投資及び 
出資金・ 
貸付金 1.2

その他 0.9

投資的 
経費 

■特別会計・水道事業会計の規模 
会　　　計 当初予算額 

特

別

会

計

 

国 民 健 康 保 険  
国 保 診 療 所  
公 共 下 水 道  
農 業 集 落 排 水  
駐 車 場  
老 人 保 健  
後 期 高 齢 者 医 療  
介 護 保 険  
介護保険サービス事業 
養 護 老 人 ホ ー ム 

121億円 
1億2,900万円 

31億円 
1億2,800万円 
1億6,800万円 
2,800万円 

11億6,000万円 
60億1,700万円 

8,300万円 
1億6,000万円 

12.0 
▲ 7.2 
▲ 14.8 
▲ 10.0 
▲ 40.2 
▲ 97.5 
▲ 0.9 
3.2 

▲ 27.2 
▲ 4.8

水 道 事 業 会 計  41億9,100万円 ▲0.2

競 艇 事 業 会 計  595億339万円 39.2

増減率（％） 


